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ヴェネツィア・ワークショップ
廣　瀬　富　男

Buongiorno!  Thank you so much for having 

me as the fi rst speaker of the workshop.   You 

may already have experienced this, but I got 

lost a couple of times yesterday while I was 

walking around the city, which is like a maze.  

For this presentation, however, I’ll do my 

utmost to be as clear as possible, so that you 

won’t get lost while I am talking. ...

　最初の発表者ということもあり、何か気の利い

た言葉で始めたかった。10月10・11日の2日間、

生成文法系のワークショップ‘Variation in P’が、

ヴェネツィアはUniversità Ca’Foscariで開催され

た。一捻りしたのは、恐らくはトークの名手とし

て知られる共著者のRose-Marie Déchaineが現れ

ると踏んでの発表順だったのだろうと勘ぐり、会

場に居もしない彼女の向こうを張ったのである。

　今回の発表は、アルゴンキアン語族のBlackfoot

とPlains Creeの前置詞要素の統語分析で、ワー

クショップ・テーマとしての問いの一つ、「（微視

的）比較言語学的データは、前置詞句の内部構造

および節構造との関係についての我々の理解をど

のように深めることができるか？」に直結した内

容である。Plains Creeの前置詞要素が「語彙的」

であるのに対し、Blackfootの前置詞要素は「機

能的」かつ「直示的（deictic）」で、それが故に、

「変異（mutation）」を起こし、前置詞句と並行

的な内部構造を持つ節の時制要素の位置に生じ

る、そういう主旨で20分ほど話をした。その後、

幾つか質問を受けたが、Guglielmo Cinqueからは、

BlackfootとPlains Creeの違いが「巻き上げ式の

（roll-up）」移動の有無に由来する可能性について

尋ねられ、あまりの「らしさ」に思わず笑みがこ

ぼれた。結局、幾つか理由を挙げ、やんわりと否

定したのだが、この著名で、好々爺然とした言語

学者のすこぶる我田引水的な発想がたまらなく愛

どちらに向かっても、行き着く先は…
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